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　こ
の
期
間
は
国
内
の
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
で
、
人
権
尊
重
に

つ
い
て
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

世
界
人
権
宣
言
６３
周
年

「
み
ん
な
で
築
こ
う

　
　人
権
の
世
紀
～
考
え
よ
う

　相
手
の
気
持
ち

　育
て
よ
う

　
　
　
　
　思
い
や
り
の
心
～
」

　人
権
は
、
人
間
ら
し
い
幸
せ

な
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
権

利
で
す
。
お
互
い
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
明
る
い

世
の
中
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
違

い
を
尊
重
す
る
広
い
心
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

　第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
た

く
さ
ん
の
尊
い
生
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な

出
来
事
を
二
度
と
繰
り
返
す
ま

い
と
、
１
９
４
８
年
（
昭
和
２３

年
）
１２
月
１０
日
、
国
際
連
合
第

３
回
総
会
は
満
場
一
致
で
「
世

界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し

た
。　こ

れ
を
記
念
し
て
、
１
９
５

０
年
（
昭
和
２５
年
）
第
５
回
総

会
で
１２
月
１０
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ま
し
た
。

　日
本
で
は
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
１
９
４
９
年
（
昭
和
２４
年
）

に
、
毎
年
１２
月
４
日
か
ら
１０
日

ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め

ま
し
た
。

人
権
デ
ー
と
人
権
週
間

平
成
２３
年
度

　啓
発
活
動
重
点
目
標

育
て
よ
う

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

第
十
一
条

　国
民
は
、
す
べ
て

の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨

げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が

国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人

権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現

在
及
び
将
来
の
国
民
に
与
え

ら
れ
る
。

第
十
四
条

　す
べ
て
国
民
は
、

法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、

人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、

政
治
的
、
経
済
的
、
又
は
社

会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別

さ
れ
な
い
。

第
一
条

　す
べ
て
の
人
間
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由

で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権

利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。

人
間
は
理
性
と
良
心
と
を
授

け
ら
れ
て
お
り
、
お
互
い
に

同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条

　す
べ
て
人
は
、
人
種
、

皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗

教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、

国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出

身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他
の

地
位
又
は
こ
れ
に
類
す
る
い

か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を

も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の

宣
言
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権

利
と
自
由
と
を
享
有
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

世
界
人
権
宣
言

日
本
国
憲
法

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

本
年
度
の
啓
発
強
調
事
項

○

女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○

子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

　育
て
よ
う

○

障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参

　加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

　解
を
深
め
よ
う

○

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

　病
患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を

　な
く
そ
う

○

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

　対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

　人
権
に
配
慮
し
よ
う

○

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

　た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

○

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

　を
な
く
そ
う

○

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差

　別
を
な
く
そ
う

○

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

　る
差
別
を
な
く
そ
う

○

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

　害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

　め
よ
う

○

人
身
取
引
を
な
く
そ
う

ど
の
課
題
も
大
変
重
要
で
、
早

期
の
解
決
が
必
要
で
す
。

第６３回人権週間
１２月４日～１０日

人権デー
１２月１０日
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場
所　豊

浜
福
祉
会
館
老
人
談
話
室

　差
別
や
人
権
侵
害
の
な
い
地

域
や
職
場
づ
く
り
の
た
め
、
自

治
会
の
会
合
や
職
場
研
修
に
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。

派
遣
費
用

　無
料

問
い
合
わ
せ
先

　人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

　差
別
問
題
、
家
庭
内
の
問
題

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
な
ど
）
借
地
・
借

家
問
題
、
外
国
人
の
問
題
、
隣

近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
心
配
ご
と
で
困
っ
て

い
る
人
は
、
人
権
相
談
所
ま
た

は
地
元
の
人
権
擁
護
委
員
に
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
相
談
内
容
な
ど
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０

−

０
７
０

−

８
１
０

　（
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

　北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
「
拉
致
」

な
ど
の
人
権
侵
害
問
題
に
対
し

て
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時１２

月
１０
日
（
土
）
～
１６
日
（
金
）

日
時１２

月
２
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所　ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

日
時１２

月
５
日
（
月
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所　大

野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

日
時１２

月
１３
日
（
火
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

日
時　１２

月
６
日
（
火
）
～
１２
日
（
月
）

場
所　共

同
福
祉
施
設
展
示
ホ
ー
ル

内
容市

内
小
・
中
学
校
児
童
・
生

徒
、
香
川
西
部
養
護
学
校
中

学
部
生
徒
の
作
品
展
示

 

日
時１２

月
４
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

場
所　高

松
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容弁

護
士
・
人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員
に
よ
る
人
権
相
談

相
談
無
料
、
予
約
不
要

日
時１２

月
５
日
（
月
）

午
前
９
時
～
午
後
９
時

内
容人

権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職

員
に
よ
る
電
話
人
権
相
談

☎
０
１
２
０

−

４
５
９

−

７
３
７

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０

−

０
０
７

−

１
１
０

　（
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）

人
権
啓
発
作
品
展

人
権
・
法
律
な
ん
で
も
相
談
所

四
国
一
斉
１２
時
間

　
　
　電
話
人
権
相
談

い
じ
め
や
虐
待
な
ど

子
ど
も
に
関
す
る
相
談
・
情
報

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職
場

で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
女
性
に
関
す
る
相
談
・
情
報

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

　
　
　
　
　啓
発
週
間

特
設
人
権
相
談

人
権
啓
発
指
導
員
制
度

　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

五
味

　
　勲

（
高
屋
町
）

　
　
　
　
　☎

２５

−

１
６
７
９

西
山

　節
子
（
出
作
町
）

　
　
　
　
　☎

２５

−

０
８
９
３

森
脇

　豊
子
（
柞
田
町
）

　
　
　
　
　☎

２４

−

２
４
１
７

三
宅

　哲
子
（
観
音
寺
町
）

　
　
　
　
　☎

２５

−

３
０
４
１

合
田

　朝
子
（
観
音
寺
町
）

　
　
　
　
　☎

２５

−

４
２
９
１

吉
田
千
惠
子
（
八
幡
町
三
丁
目
）

　
　
　
　
　☎

２５

−

５
６
８
１

北
村

　豊
美
（
古
川
町
）

　
　
　
　
　☎

２５

−

７
４
６
０

小
山

　利
幸
（
新
田
町
）

　
　
　
　
　☎

２７

−

６
４
５
０

藤
岡

　
　修  

（
大
野
原
町
内
野
々
）

　
　
　
　
　☎

５４

−

４
４
１
７

竹
内

　保
壽
（
大
野
原
町
大
野
原
）

　
　
　
　
　☎

５４

−

２
９
７
６

守
谷

　信
雄
（
大
野
原
町
大
野
原
）

　
　
　
　
　☎

５４

−

３
５
３
３

今
村

　峯
子
（
大
野
原
町
中
姫
）

　
　
　
　
　☎

５４

−

３
２
２
７

川
上

　裕
子
（
豊
浜
町
和
田
）

　
　
　
　
　☎

５２

−

５
７
３
６

畑
須
美
子
（
豊
浜
町
姫
浜
）

　
　
　
　
　☎

５２

−

６
６
８
６

石
川

　昌
幸
（
豊
浜
町
箕
浦
）

　
　
　
　
　☎

５２

−

３
２
３
４

阪
上

　耕
造
（
豊
浜
町
和
田
浜
）

　
　
　
　
　☎

５２

−

３
２
６
６

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員

大正１４年京都府生

まれ。昭和２６年か

ら園部町議会議員、

園部町長、京都府

議会議員、京都府

副知事、自治大臣・

国家公安委員長、

国務大臣・内閣官

房長官・沖縄開発

庁長官、自由民主

党幹事長を歴任。平成１５年に、５２年間にわた

る政治家生活に終止符を打つ。

人権講演会（入場無料）
日時：１２月４日（日）   午後１時２０分～

場所：市民会館中ホール

講師：野中　広務氏

演題：「昭和世代からの遺言」

プロフィール



4

人事行政の運営などの状況を公表します

職員の任免および職員数に関すること
1　職員の任免

2　職員数
（１）部門別職員数の状況

（１）職員の任免状況 （2）採用試験の実施状況（平成２２年度）

（2）年齢別職員構成の状況

1　人件費の状況（普通会計決算）

（注）競争試験とは、特定の職に就けるため、不特定多
　　　数の人の競争で選抜を行う方法をいいます。

（注）１　職員数は、一般職に属する職員数（教育長を含む）です。
　　　２　[　］内は、条例定数の合計です。

（注）人件費は、議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、共済費などを含みます。

　地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）第５８条の２および観音寺市

人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づき、

平成２２年度の市人事行政の運営などの状況をお知らせします。

I

職員の給与に関することII

退　　　　職

勧　　奨 自己都合その他定　　年
採　用

種　類

競争試験

１次試験　筆記試験    

　　　　　作文試験    
　　　　　性格検査    
　　　　　集団討論
　　　　　口述試験    

一般事務
社会福祉士
保育士
幼稚園教諭
船員

区　分 内　容 職種等
区　　　分

5

0

1

2

2

0

10

13

0

0

3

3

0

19

5
88
29
91
64
0
25
8
33
343
110
0

453
26
4
9
35
74
527

5
87
29
95
66
0
26
8
37
353
112
0

465
27
5
9
37
78
543

0
1
0

△ 4
△ 2
0

△ 1
0

△ 4
△ 10
△ 2
0

△ 12
△ 1
△ 1
0

△ 2
△ 4
△ 16

6

0

0

5

1

1

13

2

0

0

0

0

0

2

一 般 事 務 職

保 健 師

看 護 師

保 育 士   

幼 稚 園 教 諭

技 能 労 務 職

合 計   

議 　 　 会
総 務 企 画   
税 　 　 務   
民 　 　 生   
衛 　 　 生   
労 　 　 働   
農 林 水 産   
商 　 　 工   
土 　 　 木   

教 育 部 門     
消 防 部 門     
小 　 　 計     
水 　 　 道     
交 　 　 通     
下 水 道     
そ の 他     
小 　 　 計     

　 計 　

（単位：人、平成２２年度中）

（単位：人、各年４月１日現在）

（平成２２年４月１日現在）

合　　　　　計

区分

歳 出 額（Ａ） 人 件 費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）
（参考）

平成２１年度の人件費率（平成２２年度末）
住民基本台帳人口

職員数 ０人 ４人 １９人 ２７人 ３５人 ５５人 ３６人 ４２人 ７６人 １０８人 １２４人 １人

17.2％15.5％4,466,522千円28,719,339千円

実質収支

684,158千円63,706人

56歳

59歳

60歳
以上

５２７人

一

般

行

政

部

門

普

通

会

計

部

門

会

計

部

門

公
営
企
業
等

対前年増減数
職　　員　　数

平成２１年 平成２２年

計
52歳

55歳
〜

48歳

51歳
〜

44歳

47歳
〜

40歳

43歳
〜

36歳

39歳
〜

32歳

35歳
〜

28歳

31歳
〜

24歳

27歳
〜

20歳
未満 23歳

〜
20歳
〜

(平成２２年度）

部　　門
区　　分

（3）定員管理の数値目標および進捗状況

定員管理目標職員数
（平成２２年４月１日）

職員数
（平成２２年４月１日）

目標数との比較

554

527

人

人

△ 27 人

しんちょく

［△10］［540］［550］

大学卒程度

短大卒程度

高校卒程度
２次試験
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１人当たり平均支給額
　　　　

（1）期末手当・勤勉手当

2　職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２２年度に退職した職員に支給した平均額です。

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

3　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況　

（注）１　「平均給料月額」は、平成２２年４月１日現在における
　　　　　各職種ごとの職員基本給の平均です。
　　　２　「平均給与月額」は、給料月額と毎月支払われる扶養
　　　　　手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手
　　　　　当の額を合計したものです。　　　　　 

4　職員手当の状況

5　特別職の報酬などの状況

（２）退職手当

勤務時間 1　公務災害補償
　　公務災害などの認定状況

2　措置要求・不服申し立て
　　該当はありません。

職員の勤務時間に関することIII 職員の利益保護に関することⅥ

(平成２２年度）

（平成２２年４月１日現在）

（平成２２年４月１日現在）

（平成２２年４月１日現在）(平成２２年度)

(平成２２年度）

1,500千円

観　音　寺　市 香　川　県

1,631千円
１人当たり平均支給額

区　　分 給料月額など

支給割合

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　５～１５％

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　５～２０％
・管理職加算　１０～２５％

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　　５～２０％
・管理職加算　　１０～２５％

国

－

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成２２年４月１日現在の人数です。

職員数
（Ａ） 給　料
435人 1,891,903千円 126,013千円 665,313千円 2,683,229千円 6,168千円

給　　　与　　　費
職員手当 計（B）

一人当たり
給与費
（B/A）期末・勤勉手当

円
円
円
円
円

947,000
730,000
539,000
465,000
430,000

358,700 
346,400 
356,900 

円
円
円

397,486 
372,867 
380,123 

円
円
円

歳47.5 
51.8 
47.6 
歳

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一 般 行 政
技能労務職

歳教　育　職

市 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員
市 長
副 市 長
議 長
副 議 長
議 員
市 長
副 市 長

給料

報酬

開始時刻
終了時刻
休憩時間
週休日

１週間の正規の勤務時間

公務災害 通勤災害 合　　計

期末
手当

在職年方式
任期ごとに支給

退職
手当

午前８時３０分
午後５時１５分

土・日曜日
１時間

３８時間４５分

８ ８０

3.1月分
（平成２２年度支給割合）

2.95月分
（平成２２年度支給割合）

期末手当
2.60月分
（1.45月分）

勤勉手当
1.35月分
（0.65月分）

支給割合
期末手当
2.60月分

  （1.45月分）

勤勉手当
1.35月分
（0.65月分）

支給割合
期末手当
2.60月分

  （1.45月分）

勤勉手当
1.35月分
（0.65月分）

１人当たり平均支給額

支　給　率
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

観　音　寺　市 国

26,061千円 －8,914千円 －

月分
月分
月分
月分

23.50
33.50
47.50
59.28

月分
月分
月分
月分

30.55
41.34
59.28
59.28

月分
月分
月分
月分

23.50
33.50
47.50
59.28

月分
月分
月分
月分

30.55
41.34
59.28
59.28

そのほかの加算措置
　定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算）

勤 続 20 年
勤 続 25 年
勤 続 35 年
最高限度額

１　分限処分の状況（平成２２年度）
　　該当はありません。

２　懲戒処分の状況（平成２２年度）
　　該当はありません。

職員の分限および懲戒処分に関することⅣ

職員の研修に関することV (平成２２年度）

区　　分

住民行政事務など

香川県自治会館       

香川県自治研修所

研修場所など 対象者
人数
（人）

42

37

18

階層別
研　修

能力開
発研修

派遣研修

課長級・課長補佐級・
係長級など

政策形成基礎講座など

市町村アカデミー
国際文化アカデミー   

昇任・
昇格者など

担当職員
など

担当職員
など

（平成２２年４月１日現在）

（注）市長および副市長の給料月額については、

　　平成２２年４月１日から１０％の減額を実施

　　しています。

　　（減額後）市　長　８５２,３００円

　　　　　　副市長　６５７,０００円
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平成２４年度の市民税・県民税の主な改正点
扶養控除の見直し

寄附金税額控除の
　　　適用下限額の引き下げ

上場株式等の配当所得および譲渡所得
　等に係る軽減税率の特例期間の延長

税務課市民税係　☎２３−３９２２

○年少扶養親族（１５歳まで）に対する扶養控除（所得税は３８万円、

市民税・県民税は３３万円）が廃止されます。

○１６歳～１８歳までの特定扶養親族に対する扶養控除の上乗せ部分

（所得税は２５万円、市民税・県民税は１２万円）が廃止されます。

　寄附金税額控除の適用下限額が５，０００円から

２，０００円に引き下げられました。寄附した金額

が２，０００円を超える場合、市民税・県民税の所

得割の納税義務者は控除の適用を受けられる場

合があります。

適用下限額

　改正前　５，０００円　→　改正後　２，０００円

注意

・平成２３年１月１日以降に支出した寄附金が対

象です。

・寄附金税額控除の適用を受けようとする場合

は、所得税または住民税の申告が必要です。

　平成２１年１月１日から平成２３年１２月３１日までの間の

上場株式等の配当所得および譲渡所得等に対する３％

の軽減税率（市民税１．８％、県民税１．２％）の特例が、

平成２５年１２月３１日までの２年間延長されました。

軽減税率　　１０％（所得税７％、住民税３％）

扶養控除額新旧対照表 所　得　税 市民税・県民税

　 旧 新 旧 新

一般の扶養親族
年少（０～１５歳） 380,000円 0円 330,000円 0円

成年（２３～６９歳） 380,000円 380,000円 330,000円 330,000円

特定扶養親族
１６～１８歳 630,000円 380,000円 450,000円 330,000円

１９～２２歳 630,000円 630,000円 450,000円 450,000円

老人扶養親族

（７０歳以上）

同居老親等以外 480,000円 480,000円 380,000円 380,000円

同居老親等※ 580,000円 580,000円 450,000円 450,000円

※「同居老親等」とは、７０歳以上の同居の本人または配偶者の直系尊属（両親、祖父母など）

　住
宅
用
地
は
、
固
定
資
産
税

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　１
月
１
日
現
在
で
、
土
地
の

利
用
状
況
な
ど
が
次
の
よ
う
に

変
更
し
た
場
合
は
「
住
宅
用
地

異
動
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○

住
宅
の
新
築
や
増
築
、
住
宅

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り

壊
し
た
と
き

○

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
の

用
途
を
変
更
し
た
と
き
（
住

宅
を
店
舗
に
、
店
舗
を
住
宅

に
変
更
な
ど
）

○

住
宅
用
地
の
一
部
を
他
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ

た
と
き
や
住
宅
用
地
を
拡
張

し
た
と
き

　な
お
、
特
例
措
置
が
適
用
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
の「
土
地
・

家
屋
課
税
明
細
書
」
の
特
例
軽

減
欄
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

住
宅
用
地
に
関
す
る
申
告
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保育所入所児を募集
対 象 者

申 込 先

受付期間

平成２４年度

今までの中央集権型の行政 これからの地方分権型の行政
目指すべき方向

目指すべき方向

～
自
治
基
本
条
例
制
定
の
背
景
に
つ
い
て
～

子育て支援課保育所係　☎２３−３９６２

保護者がともに仕事や病気などのため、家庭で保育できない児童

（入所の必要度の高い児童から順次受け入れ）

新　規：子育て支援課または各保育所へ　　継続児：各保育所へ

注意　現在入所待ちの状態で引き続き入所を希望する人は、改めて申し

込みの確認をしますので、必ず子育て支援課に連絡してください。

１２月５日（月）～２２日（木）

申し込み用紙は１２月５日（月）から子育て支援課および各保育所で、継続

児は各保育所で渡します。

締め切り前は混雑します。早めに申し込んでください。

自己決定
自己責任

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
④

保 育 所 名 所　在　地 定　員 対　象

東保育所 天神町３－２－８ １２０人 生後６カ月～

西保育所 南町１－１１－２４ １２０人 満１歳～

粟井保育所 粟井町１ ４５３ ６０人 満２歳～

伊吹保育所 伊吹町４８６－１ ４５人 満１歳～

大野原保育所 大野原町大野原１５３５－２ １２０人 生後６カ月～

豊浜保育所 豊浜町和田浜１１２４－１ ９０人 生後６カ月～

観音寺ふたば保育園 本大町１４８３－４ １２０人 生後３カ月～

柞田保育所 柞田町丙１５３８ １２０人 生後３カ月～

高室保育園 高屋町１２－１ ９０人 生後３カ月～

愛和保育園 木之郷町２０３ ９０人 生後３カ月～

観音寺中部保育園 植田町１２１７－３ １２０人 生後３カ月～

　戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
経

て
現
代
は
成
熟
社
会
と
呼
ば
れ
、

様
々
な
生
活
形
態
や
価
値
観
が

生
ま
れ
る
な
ど
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
や
人

口
減
少
な
ど
、
地
方
公
共
団
体

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中

で
、
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
１２
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
地
方
分
権
は
、
明
治
維
新

と
戦
後
改
革
に
次
ぐ
第
三
の
改

革
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
後

の
改
革
で
は
、
国
民
主
権
へ
大

転
換
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
を
ト

ッ
プ
と
す
る
「
国
→
地
方
自
治

体
→
住
民
」
の
上
下
関
係
は
変

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　し
か
し
地
方
分
権
は
、
国
と

地
方
自
治
体
、
住
民
を
並
列
関

係
に
変
え
る
も
の
で
、
こ
の
点

で
第
三
の
改
革
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
革
は
、
権
限
を
国
か
ら

地
方
や
自
治
体
へ
と
い
う
方
向

の
中
で
、
地
域
自
体
が
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
も
の

で
す
。

　地
方
分
権
化
に
は
二
つ
の
方

向
が
あ
り
、
一
つ
は
国
か
ら
地

方
へ
の
分
権
の
流
れ
で
す
。
も

う
一
つ
は
行
政
か
ら
市
民
へ
の

分
権
も
併
せ
て
進
め
る
と
い
う

考
え
で
、
こ
れ
ら
が
地
方
分
権

化
の
重
要
な
要
素
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
行
政
へ
の
市
民
参
画
と

い
う
取
り
組
み
が
、
今
後
は
さ

ら
に
市
民
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
局
面
に
変
わ
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

市民市民 国

国

地方自治体

地方自治体
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機
の
酒
飲
ど
な
会
年
新
や
会
年
忘
、
は
始
年
末
年

だ
た
慌
や
加
増
の
量
通
交
、
や
と
こ
る
な
く
多
が
会

交
。
す
ま
れ
さ
念
懸
が
発
多
の
故
事
大
重
ら
か
さ
し〇

止
防
故
事
通
交
の
者
齢
高

〇

絶
根
の
転
運
酒
飲

〇
　１１

保
室
高
に
日
８
月

育
保
東
に
日
９
、
園
育

、
が
ち
た
も
ど
子
の
所

員
隊
イ
バ
白
や
官
察
警

イ
ラ
ド
、
で
姿
服
制
の

」
い
さ
だ
く
て
け
つ
を
気

気
元
、
ら
が
な
し
渡
手

呼
を
転
運
全
安
で
声
な

。
た
し
ま
け
か
び

日
５
月
毎

　

日
全
安
通
交
者
齢
高　

　
　
　
　月
毎

２０
日

　

日
全
安
通
交
の
民
県

本
手
が
た
な
あ　

　

　
　
　
　
　
　
　
　

葉
言
合止

防
の
故
事
亡
死
通
交

１２月１０日～平成２４年１月１０日

年末年始の
交通安全県民運動

年末年始の休業日
年末は窓口が大変混雑します。用事がある人は早めに済ませてください。

窓　口　な　ど 休　業　日 注　　意

所
役
市

本庁　　　　☎２３－３９００

１２月２９日（木）～１月３日（火）
出生・婚姻・死亡などの届け出は、休み期間
中でも受け付けます。

伊吹支所　　☎２９－２１１１

大野原支所　☎５４－５７００

豊浜支所　　☎５２－１２００

収

　
　
　

集

観音寺地域
☎２５－２６９８

可燃ごみ １２月３１日（土）～１月３日（火）

ごみは、指定された収集日の指定された場所
に、当日の午前８時までに出してください。
前日のごみ出しはできませんので、協力をお
願いします。

不燃ごみ １２月２９日（木）～１月３日（火）

伊吹地域
☎２９－２１１１
☎２９－２２２４

可燃ごみ １２月２９日（木）～１月３日（火）

不燃ごみ １２月３０日（金）～１月４日（水）

大野原地域
☎５４－５７００

可燃・不燃・
資源ごみ

１２月３１日（土）～１月３日（火）

豊浜地域
☎５２－１２００

可燃ごみ １２月３１日（土）～１月３日（火）

不燃・資源ごみ １２月２８日（水）～１月３日（火）

　持ち込みごみ　☎２５－２６９８ １２月２９日（木）～１月９日（祝）
１月は１０日（火）から受け付けします。土・日
曜日、祝日以外の午前１０時から午後２時まで
に搬入してください。

場
葬
火 燧望苑　　　☎６７－５６５０ １月１日（祝）～２日（月）

伊吹　　　　☎２９－２１１１ １月１日（祝）～３日（火）

り
取
み
く 観音寺地域　☎２３－１４３８

１２月２９日（木）～１月３日（火）
年末のし尿くみ取りは、必ず１２月１３日（火）ま
でに申し込んでください。

大野原地域　☎５４－２０６８

豊浜地域　　☎５２－２４５８

館
書
図

中央図書館　☎２３－３９６０

１２月２９日（木）～１月３日（火）大野原図書館☎５４－５７１５

豊浜図書館　☎５２－１２０６

　のりあいバス　☎２３－３９２４ １２月２９日（木）～１月３日（火）

　萩の湯　　　　☎５４－５５５５ 年末年始は、休まず営業。１月４日（水）は休業します。

＊野犬の引き取り（県西讃保健福祉事務所☎２５－４３８３）は、１２月２８日（水）から１月３日（火）まで休みます。
＊そのほかの施設は、各施設へ早めに問い合わせてください。
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野焼きはできません
ごみの屋外焼却（野焼き）は　　　

　　原則、法律で禁止されています

（正月の門松やしめ縄等を燃やす行事、たき火、
キャンプファイヤー、田や畑のあぜ焼き、稲わら
の焼却は例外）

　例外的な野焼きでも、煙や匂い、焼却灰

が洗濯物や室内、自動車についたりして近

所の人の迷惑になる場合があります。稲わ

らの焼却等をする場合は、風向き等に注意

し、近所の人に一声かけるなどの配慮をお

願いします。また、類焼しないように最後

まで目を離さず、すぐに消火できるよう準

備をしておいてください。

　現
在
使
用
し
て
い
る
不
燃
ご

み
用
の
無
色
透
明
の
指
定
袋

（
平
型
６
５
０
㎜
×
８
０
０
㎜

×
０
・
０
３
㎜
以
上
）
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○

必
ず
無
色
透
明
の
指
定
袋
に

入
れ
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
衣
類
だ
け
を
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○

袋
の
中
に
可
燃
ご
み
や
不
燃

ご
み
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

出
し
方
・
出
す
と
き
の
注
意

種　類 平成２２年 平成２３年 増　減

可燃ごみ 922.27 930.88 8.61

新　　聞 22.88 24.33 1.45

雑誌・ざつ紙 19.39 26.11 6.72

段ボール 16.15 16.82 0.67

（単位：トン）ごみの収集状況（１０月）

ご協力ありがとうございます

衣類の分別収集・リサイクル
生活環境課　☎２５－２６９８

１０月から衣類の分別収集を始め、１０月は４．１７トンをリサイクルできました。

収集した衣類は、古着や工場などで使うウエスとして再利用します。

も
う
一
度
着
ら
れ
る
程
度
の
衣
類

　汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
や
水
に
ぬ
れ

た
も
の
、
カ
ビ
が
生
え
た
も
の
、
動

物
に
使
用
し
た
も
の
、
血
液
な
ど
が

付
着
し
た
も
の
、
切
り
刻
ま
れ
た
も

の
と
次
の
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
せ
ん
。
可
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

エ
プ
ロ
ン

コ
ー
ト

ジ
ャ
ン
パ
ー

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

ベ
ス
ト

Ｔ
シ
ャ
ツ

ト
レ
ー
ナ
ー

セ
ー
タ
ー

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

シ
ャ
ツ

ブ
ラ
ウ
ス

ス
ラ
ッ
ク
ス

ジ
ー
パ
ン

綿
パ
ン

ス
ー
ツ

ス
カ
ー
ト

ワ
ン
ピ
ー
ス

ジ
ャ
ー
ジ

肌
着

ズ
ボ
ン

パ
ジ
ャ
マ

バ
ス
タ
オ
ル

着
物

帯羽
織

作
業
服

事
務
服

学
生
服

体
操
服

浴
衣

じ
ゅ
う
た
ん

カ
ー
ペ
ッ
ト

ク
ッ
シ
ョ
ン

座
布
団

こ
た
つ
布
団

電
気
毛
布

掛
け
・
敷
き
布
団

肌
布
団

羽
毛
布
団

軍
手

ス
ト
ッ
キ
ン
グ

ト
イ
レ
マ
ッ
ト
・

　
　
　
　カ
バ
ー

リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
も
の

リ
サ
イ
ク
ル

で
き
な
い
も
の

出　す　日 出 す 場 所

観 音 寺 地 域 不燃ごみの日 不燃ごみの集積所

大 野 原 地 域 第４月曜日 可燃ごみの集積所

豊 浜 地 域
水曜日
ペットボトルの日

資源ごみの集積所

カセットボンベやライター、スプレー缶
による発火事故が増加しています！

　寒くなり温かい鍋の季節になりました。近年、全

国的にカセットボンベやスプレー缶による発火事故

が増えています。卓上コンロを使用した後は、カセ

ットボンベの適切な処理や排出に協力してください。

カセットボンベやスプレー缶の出し方
〇 必ず穴を開ける

〇 不燃ごみや可燃ごみの袋、リサイクル缶の中には

入れず、別にして出す
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　市民スポーツ祭と元気アップフェスタが、
総合運動公園内の各会場や萩の丘公園、大野
原会館、豊浜総合体育館などで同日開催され
ました。ニュースポーツ体験や記録への挑戦、
少林寺拳法・柔道・剣道の武道体験教室やペ
タンクやソフトバレーボールなどの地区対抗
競技８種目に約１，２００人の市民が参加。さわ
やかな汗を流して交流を深めていました。

　観音寺港沖約３００メートルで操業中の漁船が転覆し
救助を求めていると想定し、市海防団と県防災航空隊
など９３人が参加して、海難合同救助訓練が行われまし
た。訓練は隔年で行われており、海の安全を守るため
に真剣な表情で訓練に臨んでいました。

　雨まじりの一日、ふくしまつりでは、盛りだくさん
のアトラクションや多くの商店や有志の人たちから寄
せられたチャリティーバザーの品々、うまいもんなど
を求めて大勢の人が訪れ、終日にぎわいました。集ま
った善意の収益金で、ことしも寝たきり高齢者などに
福祉用品を贈る予定です。

海の安全を守ります みんなの善意の気持ちを福祉に10 23

　萩の丘公園で、約１５０人が参加した「大野原町民グ
ラウンド・ゴルフ大会」。簡単なルールで小学生も大
人も一緒に楽しめるスポーツですが、長い距離を打つ
力強さや、ホールポストにうまく入れる集中力なども
必要。好記録を目指して、チーム一丸で頑張りました。

　潤いある緑豊かな生活環境を作ろうと、都市緑化月
間の１０月に山田ふれあい緑地で毎年行われているグリ
ーンフェスティバル。香川県造園協会三豊支部が主催
して緑化相談や緑の募金、苗木の無料配布などがあり、
色鮮やかな花を手に皆さん笑顔で帰りました。

仲間と楽しむスポーツの秋 お花、大切に育ててね23
10

1022

23
10

スポーツの秋に
　さわやかな汗

30
10
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　少年を守る母の会の研修会があり、会員３１人が参加
し、三観広域南消防署員によるＡＥＤを使った心肺蘇
生法と観音寺警察署の「少年非行の現状」の講話があ
りました。その後、観音寺駅で見回りキャンペーンを
行い、「気を付けてね」と声をかけながら、高校生に
チラシを手渡していました。

健全育成を願ってチラシを配布

　中央図書館で、とらまる人形劇団による香川県と高
知県の昔話の上演があり、子どもたちを物語の世界に
連れて行ってくれました。迫力ある声や情景が伝わる
セットなどで、みんな話に夢中。少し怖かったカミナ
リさまと鬼のイメージ、変わったかな？

スコップでの修復作業にびっくり

　大野原八幡神社境内の椀貸塚古墳の周囲に、二重周
壕と周堤帯が確認され、調査成果を報告する現地説明
会がありました。小雨降る中でしたが、今回の貴重な
発見に、多くのファンが集い、熱心に説明に耳を傾け
たり、現場をカメラに収めたりしていました。

貴重な発見に多くの愛好者が集う

イモから作るこんにゃく作りに挑戦
　かんおんじの魅力まるかじり体験の１つ「水の郷五
郷、ゆるり里山あるき」が五郷活性化センターであり、
参加者１７人が、こんにゃく作りに挑戦。地元の五郷わ
らび会員の指導で、弾力あるこんにゃくが完成し、試
食。その後、約１時間で地区内の観音堂や神社を巡り
ました。

　姉妹都市の滋賀県草津市から、伝統文化の継承発展
と交流のため文化協会の３５人が訪れ、市民文化祭の日
本舞踊公演に出演しました。手拍子やかけ声が聞こえ
るなど、観客も一緒になって楽しむ場面も。来年は観
音寺市文化協会が草津市を訪問し、交流する予定です。

11
5

迫力満点の人形劇10 11
30 5

10
30

10
24

　三好市と四国中央市の市民２７人が、銭形砂ざらえを
体験。３市間で交流と理解を深めようと、四国まんな
か交流協議会が計画したもので、雨水で重くなった砂
に思わず「よいしょ」の声。観音寺市民ボランティア
の皆さんも含め、ご協力ありがとうございました。

11
6 拍手に包まれて幕が下りました
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星 野 日
ひ

菜
な

ちゃん

父 昇一さん　　母 和佳子さん
（本大町）

 

 

藤 原 悠
ゆう

太
た

ちゃん

父 謙一さん　　母 小夜子さん
（茂木町）

山 本 日
ひ

向
なた

ちゃん

父 幸司さん　　母 沙織さん
（粟井町）

秋 山 　 凛
りん

ちゃん

父 泰芳さん　　母 佐知子さん
（木之郷町）

 
 

福 田 晟
せい

羽
は

ちゃん

父 純一さん　　母 千奈美さん
（豊浜町和田浜）

森 本 光
こう

亮
すけ

ちゃん

父 義信さん　　母 里美さん
（茂西町）

満１歳の子どもを募集
　１２月１日から１２月２８日まで３月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２２年１２月生まれ

男
女
共
同
参
画

す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
へ

　昨
年
１２
月
に
、
第
３
次
男
女

共
同
参
画
基
本
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
一
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
で
は
「
男
性
、

子
ど
も
に
と
っ
て
の
男
女
共
同

参
画
」
が
新
た
な
重
点
分
野
と

し
て
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
男
性
自
身
の
男
性

に
関
す
る
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
の
解
消
を
図
り
、
男
性

に
と
っ
て
も
よ
り
暮
ら
し
や
す

い
社
会
の
形
成
を
目
指
す
こ
と

と
、
今
後
の
社
会
全
体
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

た
め
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

や
若
者
が
、
男
女
共
同
参
画
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
点
に
着
目
し
た

こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　長
い
時
間
を
か
け
て
形
づ
く

ら
れ
て
き
た
性
別
に
基
づ
く
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
は
、

時
代
と
と
も
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
残
っ

て
お
り
、
特
に
男
性
に
よ
り
強

く
残
っ
て
い
ま
す
。

　男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同

参
画
を
推
進
す
る
に
は
、
男
性

へ
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の

広
報
や
意
識
啓
発
と
、
男
性
が

家
事
や
地
域
活
動
に
積
極
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境

の
改
善
や
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

が
必
要
で
す
。

　男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
男
女
が
共
に
助

け
合
い
、
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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い
つ
ま
で
も
現
役
市
原　
秀
明
さ
ん　
（
豊
浜
町
和
田
浜
）

　
　
　
カ
ズ
ヲ
さ
ん

　
　夫
婦
の
会
話
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

　寄
り
添
い
、
共
に
支
え
合
っ

て
き
た
市
原
秀
明
さ
ん
（
９０
歳
）

と
妻
の
カ
ズ
ヲ
さ
ん
（
８９
歳
）。

野
菜
作
り
や
政
治
、
夫
婦
で
歩

ん
で
き
た
道
の
り
や
将
来
の
こ

と
な
ど
、
何
で
も
話
す
仲
の
良

い
二
人
で
す
。

　家
庭
菜
園
で
野
菜
作
り
を
楽

し
ん
で
い
る
の
は
秀
明
さ
ん
。

一
年
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
種

類
の
野
菜
を
育
て
、
日
々
の
作

業
な
ど
は
日
記
に
残
し
て
い
ま

す
。
日
記
を
つ
け
る
こ
と
は
生

活
の
一
部
に
な
っ
て
い
て
、
そ

の
日
を
振
り
返
る
大
切
な
時
間

で
す
。「
私
の
宝
物
」
と
見
せ
て

く
れ
た
の
は
、
５０
年
以
上
も
前

の
日
記
。
一
日
一
日
を
大
切
に

歩
ん
で
き
た
秀
明
さ
ん
の
証
し

で
す
。
月
ご
と
に
予
定
表
を
作

り
、
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
予
定

を
こ
な
す
計
画
性
も
、
充
実
し

た
毎
日
を
送
る
こ
つ
の
よ
う
。

　ま
た
、
健
康
で
過
ご
す
た
め

に
は
足
腰
を
丈
夫
に
す
る
こ
と

が
大
切
と
、
秀
明
さ
ん
は
一
日

千
回
の
竹
踏
み
、
カ
ズ
ヲ
さ
ん

は
朝
夕
の
散
歩
を
続
け
て
い
ま

す
。
近
所
の
人
と
の
会
話
も
楽

し
み
な
が
ら
、
体
力
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。

　二
人
の
共
通
の
楽
し
み
は
ラ

ジ
オ
で
、
ニ
ュ
ー
ス
や
歌
、
落

語
、
漫
才
な
ど
を
よ
く
聞
き
ま

す
。
ま
た
、
新
聞
に
も
毎
朝
目

を
通
し
、
ラ
ジ
オ
や
新
聞
の
話

題
に
つ
い
て
互
い
に
意
見
を
交

わ
し
合
う
こ
と
も
あ
る
と
か
。

　共
に
笑
い
合
え
る
相
手
が
い

る
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
、
今
日
も
穏
や
か
な
時
間
を

過
ご
す
秀
明
さ
ん
と
カ
ズ
ヲ
さ

ん
で
す
。

瀬戸の香り揚げ
　　　（４人分）

カエリチリメン２５ｇ　ニンジン１５ｇ　脱脂

粉乳２０ｇ　水２５㏄　卵１／２個　小麦粉２５ｇ

煮大豆１０ｇ　ごま２、５ｇ　青のり小さじ１

油適量

❶ニンジンは千切り、カエリチリメンは異

物を除き、ごまは軽くすっておく。

❷脱脂粉乳と小麦粉、水、卵をまぜて衣を

作り、①と煮大豆、青のり粉をさっくり

混ぜてスプーンなどですくって一口大に

なるように揚げる。

○材料に、エビジャコを加えると、より一

層瀬戸内風になります。

○脱脂粉乳を使うのが、給食ならではの作

り方で、カルシウムがさらに強化されま

す。

○小魚が主の天ぷらは、県外の人に大変珍

しがられます。

材　料

作り方

「まごはやさしい」は
　　　健康的な食生活のキーワード

　「まごはやさしい」とは、健康的な食生活に役立

つ和の食材の最初の文字を、覚えやすく言いかえた

ものです。「ま」は豆類、「ご」はごまなどの種実類、

「は」はワカメなどの海藻類、「や」は野菜、「さ」

は魚、「し」はシイタケなどのキノコ類、「い」はイモ

類です。これらは、食物繊維やビタミン、カルシウム、

鉄分など、体に必要な栄養素を豊富に含んでいます。

毎日の食事に「まごはやさしい」食材を積極的に取り

入れて、健康な生活づくりに役立ててください。

　今月は、たまご（卵）とちち（乳）を加えた「まご

たちはやさしい」献立を紹介します。

献立

★小型パン　★瀬戸の香り揚げ

★百花（ひゃっか）とキャベツのごまみそあえ

★打ち込み汁　★牛乳　★イチゴ

食育コーナー 学校給食課　☎５７－６６６０
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　１０
月
３０
日
（
日
）
か
ら
１１
月
１

日
（
火
）
に
配
信
し
た
左
表
の
９

種
類
の
観
音
寺
ホ
ッ
と
メ
ー
ル

の
あ
て
先
欄
お
よ
び
本
文
欄
に

７
６
５
件
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

の
一
部
が
表
示
さ
れ
た
状
態
で

送
信
さ
れ
ま
し
た
。
表
示
さ
れ

た
内
容
に
、
氏
名
や
住
所
等
の

個
人
情
報
は
含
ま
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　１１
月
２
日
（
水
）
の
報
道
発
表

時
点
で
は
、
流
出
し
た
可
能
性

の
あ
る
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
最

大
１
、
０
２
５
件
と
考
え
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査

で
７
６
５
件
と
判
明
し
ま
し
た
。

　原
因
は
、
１０
月
２９
日
（
土
）
に

更
新
し
た
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
と
既
存
メ
ー
ル
振
り
分
け
シ

ス
テ
ム
と
の
連
携
の
不
具
合
に

よ
る
も
の
で
す
。

　今
後
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

決
し
て
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
情

報
管
理
の
徹
底
と
観
音
寺
ホ
ッ

と
メ
ー
ル
の
厳
正
な
運
用
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　な
お
、
他
の
登
録
者
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
表
示
さ
れ
た
メ

ー
ル
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、

当
該
メ
ー
ル
の
削
除
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

観
音
寺
ホ
ッ
と
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
に
よ
り
、

　皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　父
か
母
が
死
亡
ま
た
は
３
年

以
上
生
死
不
明
（
遺
棄
を
含
む
）

の
義
務
教
育
修
了
前
の
児
童
に
、

遺
児
年
金
を
支
給
し
ま
す
。
支

給
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。

　１
万
２
千
円
（
年
額
）

　
　
　３

月 

市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
み
、
３
月
１
日
現
在
市
内

に
住
所
を
有
す
る
児
童

世
帯
の
合
計
所
得
が
２
０
０

万
円
以
上
の
場
合
は
対
象
外

印
鑑
と
預
金
通
帳
（
児
童
名

義
の
も
の
）
を
持
参
し
て
、

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
自

立
の
た
め
、
教
育
訓
練
講
座
受

講
や
養
成
機
関
へ
の
通
学
な
ど

に
対
し
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

事
業

　自
ら
の
能
力
開
発
の
た
め
に

指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し

て
修
了
し
た
場
合
に
、
経
費
の

２０
％
（
４
千
円
～
１０
万
円
）
を

支
給
し
ま
す
。

○

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促

進
費
等
事
業

　看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど

の
資
格
取
得
の
た
め
、
養
成
機

関
（
通
信
教
育
を
含
む
）
で
２

年
以
上
修
業
す
る
場
合
に
、
修

業
期
間
の
一
定
期
間
に
つ
い
て

「
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
」
を

支
給
し
ま
す
。
ま
た
、
修
業
期

間
修
了
時
は
「
入
学
支
援
修
了

一
時
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

事
前
に
母
子
自
立
支
援
員
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
５
７

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

福
祉
年
金（
遺
児
年
金
）を

　
　
　
　
　
支
給
し
ま
す

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
流
出
に
つ
い
て

観
音
寺
ホ
ッ
と
メ
ー
ル

母
子
家
庭
自
立
支
援

　
　
　
　
給
付
金
事
業

給　付　額

訓練促進費 一時金

市民税
非課税世帯

月額　　　　
１４１，０００円

５０，０００円

市民税
課税世帯

月額　　　　
７０，５００円

２５，０００円

遺
児
年
金
額

支
給
月

流出したメールアドレスの内訳

配信日 ホッとメールの内容
流出可能性

のある
アドレス数

１０／３０
（日）

大野原小学校情報
（資源回収の実施について）

５

観音寺南小学校情報
（廃品回収の実施について）

４

豊浜小学校情報
（リサイクルします）

３

紀伊小学校情報
（紀伊小より廃品回収のお
知らせ）

４

観音寺中学校情報
（観中銭形砂ざらえについ
て）

４

１０／３１
 （月）

防犯情報
（不審者情報）

５０

柞田保育所情報
（柞田保育所情報）

５

１１／１
 （火）

図書館情報
（今週の行事のお知らせ）

７２０
健康・福祉の情報

（献血のお知らせ）

合計９種類
７６５

（重複除く）

企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７
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住
基
カ
ー
ド
を
作
る
に
は

　次
の
も
の
を
持
参
し
て
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

○

手
数
料
５
０
０
円

○

認
印

○

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
と
健

康
保
険
証
等
の
２
点
の
確
認

書
類
が
必
要

○

顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
を
希
望

す
る
場
合
は
、
６
カ
月
以
内

に
撮
影
し
た
写
真
（
無
帽
、

正
面
、
無
背
景
、
縦
４
・
５
㎝

×
横
３
・
５
㎝
）

運
転
免
許
証
な
ど
が
な
い
場

合
は
、
申
請
受
付
後
に
自
宅

へ
照
会
書
を
郵
送
し
ま
す
。

そ
の
照
会
書
と
引
き
換
え
に

窓
口
で
住
基
カ
ー
ド
を
渡
し

ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と

○

顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド

は
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

○

住
民
登
録
地
以
外
の
市
町
村

で
住
民
票
（
本
籍
省
略
）
の
写

し
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
で
必
要
な

電
子
証
明
書
を
記
録
す
る
カ

ー
ド
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　（
別
途
手
数
料
５
０
０
円
が

必
要
）

　
　企
画
課
☎
２３

−

３
９
１
７

　交
流
・
定
住
人
口
の
増
加
を

図
る
た
め
、
大
阪
（
９
月
１７
日
）

と
東
京
（
１１
月
１２
日
）
で
開
催

さ
れ
た
移
住
フ
ェ
ア
で
、
観
音

寺
市
の
魅
力
や
暮
ら
し
や
す
さ

な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
大
都

市
圏
に
住
む
人
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
今
後
も
定
住
先
と
し
て

選
ば
れ
る
よ
う
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。

　固
定
資
産
評
価
基
準
の
改
正

に
よ
り
、
非
木
造
家
屋
経
年
減

点
補
正
率
基
準
表
の
「
冷
凍
倉

庫
用
の
も
の
」
を
「
冷
蔵
倉
庫

用
の
も
の
（
保
管
温
度
が
摂
氏

１０
度
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）」

に
改
め
、
平
成
２４
年
度
分
の
固

定
資
産
税
か
ら
適
用
し
ま
す
。

　こ
の
改
正
に
伴
い
、
冷
蔵
倉

庫
用
建
物
（
建
物
自
体
が
冷
蔵

倉
庫
に
な
っ
て
い
る
も
の
）
を

探
し
て
い
ま
す
。「
冷
蔵
倉
庫
用

の
も
の
」
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
は
、
現
地
調
査
が
必
要
で
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
倉
庫
を

所
有
し
て
い
る
場
合
は
、
税
務

課
資
産
税
係
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
現
地
を
調
査
し
、
該

当
す
る
と
平
成
２４
年
度
分
か
ら

適
用
し
ま
す
。

適
用
対
象

　次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
以

外
の
倉
庫
（
建
物
自
体
が
冷
蔵

倉
庫
に
な
っ
て
い
る
も
の
）

○

主
な
用
途
が
「
倉
庫
」
で
、

倉
庫
内
の
保
管
温
度
が
常
に

１０
度
以
下
に
保
た
れ
て
い
る

○

１
棟
の
建
物
内
に
一
般
用
倉

庫
・
工
場
・
作
業
場
等
の
冷

蔵
倉
庫
以
外
で
使
用
し
て
い

る
部
分
が
あ
る
場
合
は
、
冷

蔵
倉
庫
が
床
面
積
の
５０
％
以

上
あ
る
こ
と
（
プ
レ
ハ
ブ
式

冷
蔵
庫
や
業
務
用
冷
蔵
庫
等

は
不
可
）

　た
だ
し
、
要
件
を
満
た
し
て

い
る
場
合
で
も
、
建
築
後
す
で

に
適
用
前
の
基
準
年
数
を
経
過

し
て
い
る
場
合
（
鉄
骨
造
で
３８

年
経
過
済
み
等
）
は
、
減
価
割

合
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
２

　企
画
課 

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　市
内
に
住
所
が
あ
り
、
１
カ

月
の
う
ち
１５
日
以
上
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人
に
、
月
額
５
千

円
を
支
給
し
ま
す
。

市
内
に
住
所
が
あ
る
６５
歳
以

上
の
要
介
護
４
・
要
介
護
５

の
人
を
、
介
護
し
て
い
る
人

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

大
野
原
支
所
市
民
係

豊
浜
支
所
市
民
係

高
齢
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　屋
上
防
水
工
事
に
伴
い
、
２

階
児
童
館
の
使
用
を
一
時
中
止

し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１２
月
１
日
（
木
）
～
平
成
２４
年

２
月
２９
日
（
水
）（
予
定
）

豊
浜
支
所
業
務
係

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
５

　市
民
課

　☎
２３

−

３
９
２
４

　住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
は
、
顔
写
真
付
き
と
写

真
な
し
の
２
種
類
が
あ
り
、
希

望
す
る
カ
ー
ド
を
選
択
で
き
ま
す
。

ね
た
き
り
者
在
宅
介
護
手
当

　
　
　
　
　
を
支
給
し
ま
す

一
時
使
用
中
止
し
ま
す

豊
浜
福
祉
会
館
児
童
館

移
住
フ
ェ
ア
出
展
報
告

冷
蔵
倉
庫
を

所
有
し
て
い
ま
せ
ん
か

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

市
の
人
口
が
確
定

　
平
成
２２
年
国
勢
調
査

あ
り
が
と
う

　ご
ざ
い
ま
し
た

街
路
灯
１０
灯
の
寄
贈

四
国
電
力
（
株
）

　
　
　
　観
音
寺
営
業
所

人口（人） 男（人） 女（人） 世帯数

平成２２年 ６２，６９０ ２９，９５４ ３２，７３６ ２２，４７６

平成１７年 ６５，２２６ ３１，０９６ ３４，１３０ ２１，９４１

増　減 △２，５３６ △１，１４２ △１，３９４ ５３５

（平成２２年１０月１日現在）

　
　
　
　



ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ハ
マ
チ
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
試
食
会
、
ウ
ナ
ギ

つ
か
み
取
り
）、
抽
選
会
な
ど

三
豊
郡
漁
業
組
合
連
合
会

　
　
　
　☎

２５

−

３
９
６
３

「
本
場
の
“
い
り
こ
”
だ
よ
！

　
　
　
　
　
　
　

  

全
員
集
合
」

１２
月
４
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
３
時

伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

い
り
こ
体
感
イ
ベ
ン
ト
「
い

り
こ
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
せ
！
」、

い
り
こ
模
擬
せ
り
体
験
、
い

り
こ
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
う
ど

ん
と
い
り
こ
飯
の
販
売
、
い

り
こ
グ
ッ
ズ
・
物
産
の
直
売
、

い
り
こ
酒
体
験
、
郷
土
料
理

の
試
食
な
ど

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

１２
月
４
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
３
時

伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

う
ま
い
も
ん
飲
食
ブ
ー
ス

（
高
校
生
ア
イ
デ
ア
レ
ス
ト

ラ
ン
、
讃
岐
三
畜
串
焼
き
、

骨
付
鳥
唐
揚
げ
、
カ
ン
カ
ン

　農
地
は
、
大
切
な
食
料
の
供

給
基
盤
で
す
。
我
が
国
の
食
料

自
給
力
を
高
め
、
食
料
安
全
保

障
の
た
め
、
み
ん
な
で
優
良
な

農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る

と
き
は
、
農
地
法
の
許
可
が
必

要
で
す
。
許
可
を
得
な
い
で
無

断
で
農
地
を
転
用
し
た
り
、
許

可
ど
お
り
転
用
し
な
い
と
工
事

の
中
止
命
令
や
原
状
回
復
等
の

命
令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

農
地
の
相
談
は
農
業
委
員
会
に

　農
地
転
用
の
許
可
申
請
は
、

農
業
委
員
会
で
受
け
付
け
を
し

て
い
ま
す
。
手
続
き
や
疑
問
は
、

農
業
委
員
会
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　毎

月
１０
日

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
８

１２
月
３
日
（
土
）

一
ノ
谷
小
学
校

１２
月
４
日
（
日
）

豊
田
小
学
校
／
粟
井
小
学
校

１２
月
１８
日
（
日
） 

大
野
原
中
学
校

16

　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

　三
好
市
と
四
国
中
央
市
、
観

音
寺
市
の
３
市
長
が
、
１１
月
３０

日
に
観
音
寺
市
で
観
光
を
テ
ー

マ
に
話
し
合
っ
た
サ
ミ
ッ
ト
の

様
子
を
三
豊
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
放
映
し
ま
す
。

１２
月
１６
日
（
金
）

午
後
８
時
～
午
後
１０
時

（
再
放
送
は
１２
月
１８
日
（
日
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時
）

四
国
ま
ん
な
か
地
域
の
観
光

振
興
を
目
指
し
て

平
成
２４
年
１
月
８
日
（
日
）

午
後
零
時
３０
分
受
付
開
始

午
後
１
時
式
典
開
始

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

平
成
３
年
４
月
２
日
～
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

市
内
に
住
所
や
帰
省
先
が
あ

る
人
／
市
内
の
小
・
中
学
校

に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
る
人

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
記
念
式
典
、
記
念
撮
影

案
内
状
は
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
に
送
付
し
ま
す
が
、
対

象
者
に
該
当
す
る
人
は
ぜ
ひ

出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

～
活
魚
・
鮮
魚
の
大
即
売
会
～

　農
林
水
産
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
１

１２
月
４
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
３
時

伊
吹
漁
協
煮
干
集
出
荷
場

漁
協
の
水
産
加
工
品
実
演
販

売
、
農
産
物
販
売
（
野
菜
、

果
物
、
花
な
ど
）
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
和
太
鼓
演
奏
、
ビ

寿
司
等
）、
う
ま
い
も
ん
販
売

ブ
ー
ス
（
米
新
品
種
や
オ
リ

ー
ブ
牛
の
試
食
販
売
、
野

菜
・
果
物
販
売
）

商
工
観
光
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　子
ど
も
た
ち
の

俳
句
（
特
選
句
・

優
秀
句
）
を
絵
手

紙
風
に
色
紙
に
仕

上
げ
た
作
品
展
で
す
。

１２
月
１
日
（
木
）
～
８
日
（
木
）

午
後
２
時
ま
で

豊
浜
図
書
館
（
月
曜
日
を
除
く
）

１２
月
９
日
（
金
）
～
１６
日
（
金
）

午
後
２
時
ま
で

大
野
原
支
所

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

１２
月
１９
日
（
月
）
～
２８
日
（
水
）

午
後
２
時
ま
で

市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

平
成
２４
年
１
月
４
日
（
水
）
～

２０
日
（
金
）
午
後
２
時
ま
で

中
央
図
書
館
（
月
曜
日
を
除
く
）

平
成
２４
年
１
月
２１
日
（
土
）
～

２７
日
（
金
）
午
後
２
時
ま
で

郷
土
資
料
館
（
月
曜
日
を
除
く
）

平
成
２４
年
成
人
式

放
映
し
ま
す

四
国
ま
ん
な
か
市
長
サ
ミ
ッ
ト

第
２
回
観
音
寺
・
伊
吹

　
　
　
　
い
り
こ
祭
り

さ
ぬ
き
う
ま
い
も
ん
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
ｉｎ
西
讃

観
音
寺
・
三
豊
お
さ
か
な
市

　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
１

宗
鑑
祭
に
ち
な
む

　
俳
句
絵
手
紙
作
品
展

農
地
の
転
用
に
は

　
許
可
が
必
要
で
す
！

資
源
回
収
予
定

申
請
締
切
日



　寒
い
冬
に
ぴ
っ
た
り
！
野
菜

た
っ
ぷ
り
打
ち
込
み
う
ど
ん
を
、

み
ん
な
で
楽
し
く
粉
か
ら
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

　１２
月
１６
日
（
金
）
の
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
香
川
大
学
医
学
部

准
教
授
に
よ
る
救
命
救
急
講
習

会
「
始
め
よ
う
！
わ
た
し
に
も

で
き
る
救
命
処
置
」
も
併
せ
て

あ
り
ま
す
。

１２
月
１２
日
（
月
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

１２
月
１５
日
（
木
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

豊
浜
福
祉
会
館

１２
月
１６
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

保
健
セ
ン
タ
ー

各
教
室
１
週
間
前
ま
で

１
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

各
教
室
３０
人

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

１２
月
３
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
３
時

一
ノ
谷
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

一
ノ
谷
地
区
献
血
推
進
協
議
会

１２
月
１１
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
正
午

午
後
１
時
～
午
後
３
時

柞
田
公
民
館

柞
田
地
区
献
血
推
進
協
議
会

観
音
寺
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　安
全
な
輸
血
を
行
う
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

冬
の
過
ご
し
方

１２
月
９
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

健
康
講
座
＝
風
邪
・
肺
炎
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
…
冬
に
増

え
る
感
染
症
と
そ
の
予
防
／

高
血
圧
に
ご
用
心
。
身
近
な

料
理
の
塩
分
を
測
定
（
家
で

作
っ
た
み
そ
汁
な
ど
の
料
理

を
少
量
持
参
）

１２
月
１６
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
「
簡
単
！
手
作

り
！
お
せ
ち
料
理
」

実
費
６
０
０
円

腎
臓
病
教
室

調
理
実
習
＝
冬
メ
ニ
ュ
ー
「
蛋

白
質
を
抑
え
て
も
お
い
し
い
メ

ニ
ュ
ー
」「
減
塩
で
も
工
夫
次
第

で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
」

１２
月
１５
日
（
木
）

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

実
費
６
０
０
円

夜
間
糖
尿
病
教
室

糖
尿
病
の
も
う
一
つ
の
合
併
症

「
動
脈
硬
化
」
～
年
末
年
始
の

過
ご
し
方
～

１２
月
８
日
（
木
）

午
後
６
時
～
午
後
７
時
３０
分

定
員
２０
人

男
性
の
調
理
実
習

簡
単
な
調
理
・
試
食
会
「
野
菜

た
っ
ぷ
り
ヘ
ル
シ
ー
鍋
」

１２
月
７
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
零
時
３０
分

実
費
６
０
０
円

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

１２
月
１１
日
（
日
）
午
前
８
時
３０

分
か
ら
受
け
付
け

柞
田
小
学
校
体
育
館

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
な
わ
と
び
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

５０
人

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど

無
料

１２
月
２
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

１２
月
４
日
（
日
）（
少
雨
決
行
）

受
付
＝
午
前
８
時
３０
分
～
午

前
９
時
、
解
散
＝
午
後
３
時

豊
浜
南
部
集
会
所
集
合

魚
見
山
森
林
公
園
を
中
心
に

往
復
約
１２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

歩
き
ま
す
。
展
望
所
か
ら
は
、

西
は
燧

ひ
う
ち
な
だ

 

灘
、
北
は
三
豊
平
野

が
一
望
で
き
、
し
ま
な
み
海

道
の
橋
が
見
え
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

２
０
０
円
（
当
日
集
金
）

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
服

装
（
防
寒
着
を
準
備
）
と
履

き
慣
れ
た
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

豊
浜
支
所
業
務
係

　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
５

17

男
性
料
理
教
室

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

元
気
に
歩
こ
う

魚
見
山
健
康
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
１

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

月 日 行　　　　事

１２／１１

第９回銭形杯観音寺オープン
　　　　　　　　バドミントン大会
８：３０～／市立総合体育館

第２９回少年剣道錬成大会
９：００～／大野原会館

１７
１８

第８回柞田杯少年サッカー大会
９：００～
総合運動公園ほか１会場

２３
西日本ドッジボール大会
９：００～
市立総合体育館ほか１会場

２５

第５０回西讃バスケットボール大会
９：００～／県立三豊体育館
第２４回石川ＲＳＧ＆
フィットネスクラブ発表会（新体操）
１３：３０～／大野原会館

２５
２７
２８

北四国ユースサッカー
　　　　　　　　　フェスティバル
９：００～／総合運動公園

１／９ 市スポーツ少年団スポーツ交流大会
８：３０～／市立総合体育館

ス ポ ー ツ 行 事
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１２
月
２
日
（
金
）
ま
で

　県
庁
県
民
活
動
・
男
女
共

同
参
画
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
１
７
５

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
１
７
２

１２
月
１４
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

家
族
の
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考

え
る
／
交
流
会
と
情
報
交
換

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

初
回
は
、
事
前
予
約
が
必
要

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

対
策
課

　☎
２５

−
２
０
５
２

　地
域
子
育
て
支
援
拠
点
設
置

促
進
事
業
（
移
動
つ
ど
い
の
広

場
）
と
し
て
「
フ
レ
ン
ズ
広
場
」

が
８
月
２２
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　マ
マ
や
パ
パ
は
も
ち
ろ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
子
ど
も
と
一
緒
に
利
用
で

き
ま
す
。
栄
養
相
談
や
歯
科
相

高
等
工
科
学
校
生
徒

平
成
２４
年
１
月
１４
日
（
土
）

中
学
卒
（
見
込
含
）
１７
歳
未
満

平
成
２４
年
１
月
６
日
（
金
）
ま
で

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

　１
１
０
番
は
緊
急
通
報
用
電

話
で
す
。
慌
て
ず
、
落
ち
着
い

て
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　急
を
要
し
な
い
相
談
な
ど
は

○

警
察
相
談
電
話

　
　
　
　
　
　
　＃

９
１
１
０

○

観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　☎

２５

−

０
１
１
０

１２
月
４
日
（
日
） 

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

県
弁
護
士
会
館
（
高
松
市
丸

の
内
２

−
２２
）

県
仲
多
度
合
同
庁
舎
（
善
通

寺
市
生
野
本
町
一
丁
目
１

−

１２
）

各
会
場
１０
人

（
先
着
順
、
電
話
予
約
が
必
要
）

図書館だよりLibrary News
休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　5・12・19・26日
　　　　　年末年始の休館日　　　　　　29日（木）～1月3日（火）

中央図書館 ☎23－3960　大野原図書館 ☎54－5715　豊浜図書館 ☎52－1206

大野原図書館行事予定

★おはなし会
★古典文学講座

10日（土）　午後２時～午後３時
17日（土）　午前９時30分～午前11時30分

『収納王子コジマジックの魔法のかたづけ術』

『１００歳！ 日野原重明のフレディエクササイズ』

今月のおすすめ本

 
３日（土）　午後１時30分～午後２時10分
24日（土）　午後１時30分～午後２時10分
16日（金）　午後１時30分～
　　沢木耕太郎著　旅する力　（新潮文庫）

★おはなし会

★つぼみ愛書会12月例会

中央図書館行事予定

今月の人口
（１１月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

63,547 人

30,599 人

32,948 人

23,527 世帯

談
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

毎
週
月
・
火
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
３
時

子
育
て
応
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
レ
ン
ズ

大
野
原
町
大
野
原
４
９
２
８

−

３
（
国
道
１１
号
線
沿
い
、

豊
浜
町
と
大
野
原
町
の
境
）

ゼ
ロ
歳
～
３
歳
の
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者

無
料

（
た
だ
し
初
回
に
登
録
が
必
要
）

子
育
て
応
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
レ
ン
ズ

　
　
　
　☎

５２

−

１
４
７
０

１２
月
１４
日
（
水
）
～
１６
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

１２
月
１３
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
、
就
農
５
年
以
内
の
人

　
　香

川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

著者：収納王子コジマジック　出版：アスペクト
年末の大掃除に役立ててください。

監修：日野原重明　出版：飛鳥新社
ことし１００歳になった日野原さんの元気の秘け
つが満載です。

豊浜図書館行事予定

10日（土）　午後１時30分～午後２時30分　
　　クリスマスカードをつくってあそぼう！ 
17日（土）　午後１時30分～午後２時
　　大型絵本「まどから☆おくりもの」　ほか

★工作教室

★おはなし会

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

統
合
失
調
症
の
家
族
教
室

「
フ
レ
ン
ズ
広
場
」

　
利
用
し
て
く
だ
さ
い

１
月
１０
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

就
農
相
談
窓
口

自
衛
官
採
用
試
験

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る

　
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

一
次
試
験
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１４日（水）・２１日（水）午前

１０時〜正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　 ２日（金）午前１０時〜午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　５日（月）午前

　１０時〜午後３時 　大野原いきいきセンター／豊浜 １３

日（火）午前１０時〜午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　２１日（水）午前１０時〜午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日
を除く毎日午前８時３０分〜午後４時　社会福祉センタ
ー家庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　１４日（水）午後１時３０分〜午後
５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相
談員が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　１６日（金）午後１時３０分〜午後
４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時〜午前１１時３０分、午後１時〜午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　１３日（火）・
２７日（火）午前１０時〜午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　　１日（木）・１５日（木）
午前１０時〜正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２
−１２１２　６日（火）・２０日（火）午前１０時〜正午　豊浜福
祉会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時〜午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　　　１日（木）・１５日（木）午前
１０時〜正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　 １日（木）午前１０時〜正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　７日（水）午前９時３０分〜午後５時　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳〜おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時〜午後４時　市社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分〜午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１１日（日）午前１０時〜午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約

時
所 講

時
所 時

所 時
所

時
所 講

申

時
所

時
所

時
所 講

時
所

時

所
数 時

所
講

時
所

時 所

時
所

時
所

時 所
内 対
料

時

時
所

所
時

所
受 

講

時 所

　緊
急
車
両
の
円
滑
な
走
行
の

た
め
に
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
理
解

と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

10
31

火
災

救
急

２
、２
７
９
件

25
件

　

　　
火
災

救
急

香典返し

藤坂　弘幸＝

藤川　　薫＝

松原　範昭＝

毛利　雅雄＝

秋山　忠勝＝

合田　修造＝

観音寺町

大野原町丸井

観音寺町

昭和町一丁目

柞 田 町

豊浜町姫浜

中山　裕子＝大野原町大野原

　消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

は
、
い
ち
早
く
災
害
の
現
場
に

到
着
で
き
る
よ
う
緊
急
自
動
車

と
し
て
、
道
路
交
通
法
上
の
特

例
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
車
両
が
緊
急
通
行
す
る

た
め
に
は
、
一
般
車
両
が
進
路

を
譲
る
な
ど
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　消
防
自
動
車
や
救
急
自
動
車

が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
接
近

し
て
き
た
場
合
に
は
、
次
の
よ

う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

○

周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
、
速

や
か
に
進
路
を
譲
る
。

○

交
差
点
付
近
で
は
交
差
点
へ

の
進
入
を
避
け
、
道
路
の
左

側
に
寄
っ
て
一
時
停
止
す
る
。

○

狭
い
道
路
な
ど
で
停
車
す
る

場
合
は
、
通
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
配
慮
す
る
。

１２月の納税・納付

固定資産税・都市計画税　 （３期）
後期高齢者医療保険料　　 （６期）

納期限　１２月２６日（月）
納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

１０月１日～３１日（敬称略）

消
防
自
動
車
等
の

緊
急
通
行
時
の
安
全
確
保

歌謡会華クラブ

一般寄付

チャイルドシート寄付
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28

6
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20

27

5

12

19

26

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

６ 　 　 ７ 　 　 ８１ 　 ２ 　 ３ 　 ４

　　　２８　　　　　　２９　　　　　　３０

１０ 　１１ 　１２ 　１３ １５　 １６　 １７ 　１８

２１　 　　２２ 　　　２３　 　　２４　 　　２５

12

20

月
第53回競輪祭  小倉競輪（ＧⅠ）

場外
高松競輪Ｓ級シリーズ（ＦⅠ）

場外

平塚競輪Ｓ級シリーズ（ＦⅠ）場外

土

伊東温泉競輪開設61周年記念（ＧⅢ）
場外

広島競輪開設59周年記念（ＧⅢ）
場外

木

木

木

土

第10回ＦⅡウインターレース 佐世保競輪開設61周年記念
（ＧⅢ）場外佐世保記念（ＧⅢ）場外

（３個レース併売）

ヤングＧＰ 2011
（ＧⅡ）

ナショナルチームカップ
（ＦⅡ）

ケイリンＧＰ 2011
（ＧＰ）

木

金

金

日祝水

水

水

日 火

火

月 日

日

土

土金木

１２

ヘラ記号のある埴
はにわ

輪

　円
えんとう

筒埴輪の破片で、表

面にヘラのような道具を

使って記号のようなもの

が書かれています。破損

しているため全体像はわかりませんが、他の事例から考える

と簡
かんりゃくか

略化した船を描いている可能性があります。

　　　　　　　　　生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

丸山古墳⑧（室本町）

市内の古墳を
紹介します

プレママ広場

あぶあぶひろば

育児相談

あぶあぶひろば

のびのび教室

共福

かもだ内科クリニック

まきの歯科医院

ふじや薬局

ケイ・アイ薬局

坂本町　☎23－4976

柞田町　☎23－2848

観音寺町（青柳）☎25－2884

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

献血

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

いき

ぴよぴよクラブ

健康相談
9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

いき

健康栄養相談

ふれあい広場

のびのび教室

ふれあい広場

若返り教室

１歳６カ月児健診

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 14:15

保

ふれ

ふれ西山整形外科医院

曽川歯科医院

こまつ薬局古川

姫浜調剤薬局

古川町　☎25－0107

豊中町　☎62－2002

古川町　☎56－0555

豊浜町　☎52－1733
柞田公民館10:00 ～ 12:00
　　　　　　 13:00 ～ 15:00

医

歯

薬

渡辺ハートクリニック内科

いその歯科クリニック

ファーマシィ観音寺薬局

ひまわり調剤薬局三豊

植田町　☎23－2022

木之郷町  ☎57－1550

植田町　☎57－6860

豊浜町　☎52－5100

医

歯

薬

高室医院

小林歯科医院

ナショナル調剤薬局

姫浜調剤薬局

高屋町　☎25－8311

詫間町　☎83－6333

高屋町　☎56－0012

豊浜町　☎52－1733

医

歯

薬

国土外科医院

ケイ・アイ薬局
古川町　☎25－0290

豊浜町　☎52－1818

医

薬

三野小児科医院

石川薬局

快生堂豊浜調剤薬局

吉岡町　☎25－7788

観音寺町（柳） ☎25－3884

豊浜町　☎56－3260

医

薬

10:00～12:00

10:00～12:00

9:30～11:00

10:00～12:00

13:30～15:00

10:00～12:00

保

保

保

保

保

あぶあぶひろば保

いき

いき

いき はつらつ会

健康栄養相談

ゆう酸素リフレッシュ体操

はつらつ会

もぐもぐレッスン

9:00～11:00

9:30～11:00

13:30～15:30

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

豊福

豊福

いき ぴよぴよクラブ
9:30～11:30

ふれ

育児相談
9:30 ～ 11:00

いき

いき はつらつ会

３歳児健診

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 16:00

（ 大 野 原 町・ 豊 浜 町
Ｈ20 年 5月・6月生まれ）

はつらつ会

骨密度測定
9:00 ～ 11:00

9:30 ～ 11:00

いき

要予約

（旧観音寺市 H22 年 5 月生まれ）

医
歯

薬
保
いき
ふれ
豊福

ぴよぴよクラブ

  茶話会

筋力つけんな～教室

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

いき

ふれ

共福

常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
市民会館第３会議室
伊吹公民館
常磐総合コミュニティセンター

愛育会行事

市 3

あぶあぶひろば

10カ月児健診
10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 14:00

保

（ 大 野 原 町・豊 浜 町
Ｈ２３年2月・3月生まれ）

いき

ふれあい広場

さわやか栄養教室

３歳児健診

若返り教室

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ふれ

保
（旧観音寺市 H20 年 5 月生まれ）

市 3

ふれ

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

のびのび教室

筋力つけんな～教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 15:00

(旧観音寺市Ｈ23年9月生まれ）
保

保

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ
  茶話会
シニアエアロビクス

いき

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

( 旧観音寺市Ｈ23 年2月生まれ）

保

豊福

愛

愛

常

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！

年末年始休み
28 日～ 1月 4 日

火～日曜日（祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

伊

伊

献血 一ノ谷総合
コミュニティーセンター
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00
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